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 現在、大学、JAXA 共同で、マッハ 5 程度の飛行状態における機体・推進統合制御技術の実証を目

的とした飛行実証実験 HIMICO が進められている(文献 1)。この計画の一環として、2020 年 2 月に、

機体・推進を統合した燃焼風洞実験である RJTF 実験を行った。本実験では、RJTF 実験を見据え、

推進単体の性能取得を行った。また、推進後方に、HIMICO 機体壁を模擬した外部ノズルを取り付け

た。この外部ノズルの表面や内部の温度を計測することで、外部ノズル表面に用いたアブレータの断

熱性についての調査も行った。 
 実験に使用した供試体を Fig.1 に示す。本実験の供試体は全長 540 mm のラムジェットエンジンで

あり、可変インテーク、燃焼器、可変ノズル、外部ノズルで構成されている。点火器を用いない自己

着火と火花放電式の点火器による着火の両方について実験を行った。 
実験の結果、点火器を動作させた実験においては、燃焼を確認することができた。燃焼中の供試体

を Fig.2 に示す。また、実験データの例として、燃焼器内温度の時間変化を Fig.3 に示す。実験におい

ては、50 秒から 55 秒の間に燃焼器内への燃料の噴射、及び点火器の動作を行った。当量比を 0.5 と

した場合、燃焼器内温度、燃焼効率はそれぞれ 2080 K、0.9 となり正常な燃焼が確認できた。 
また、外部ノズルに用いるアブレータをコルク、CFRP の 2 種類としたところ、どちらにおいても

高い断熱性を確認することができた。現在、高温排気流によって生じる機体の熱流束を予測すること

を目的として、数値解析の研究が進められており、本実験で得られた結果と数値解析結果の比較も行

われている(文献 2)。 
 

   
Fig.1 実験供試体外観 Fig.2 燃焼中の実験供試体 Fig.3 燃焼器内温度 
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